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誰も取り残されない社会

SDGsとアジェンダ2030
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補完的な指標



世界を変革する2030 アジェンダ

（前文）我々は、この共同の旅路に乗り出す

にあたり、誰も取り残されないことを誓う

SDGsとターゲットは、すべての人の人権

の実現、ジェンダー平等を目指す

すべての人間が尊厳と平等の下に、能力

を発揮できるよう決意する

（序）我々は誰も取り残されないことを誓う

人の尊厳は基本的なものである

最も遅れているところに最初に手を伸ばす

よう努力する

（目指すべき世界像）人権、人の尊厳、法の

支配、正義、平等及び差別の禁止があまねく

尊重される世界

（原則）国連憲章、世界人権宣言、人権条約

に基づく

（人権）全ての人の人権と自由の尊重に責任

(ジェンダー平等と女性のエンパワーメント）

すべての目標とターゲットにとって不可欠

持続可能な開発は、人類の半数の女性の

権利と機会が否定されていては達成できない

（脆弱な人々）子ども、若者、障害者、高齢者

難民・避難民などのエンパワーメントが必要

（歴史的意義）人間らしい尊厳が認められて

いないすべての人に、よりよい未来を作る



(持続可能性) (平和と公正：一人一人の尊厳)
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SDGsの目指す世界をどう理解するか



日本でのSDGsの取り組み
主として経済・環境の持続可能性の課題としてとらえる傾向
日本政府：SDGs実施指針(2023年12月改定）

① 持続可能な経済・社会システムの構築
② 「誰一人取り残さない」包摂社会の実現

SDGｓ未来都市：
愛知県内では、豊田市、愛知県、名古屋市、豊橋市、岡崎市、小牧市、
知立市、安城市が選定。 産業、資源、環境の持続可能性、地域創生に重点

ジャパンSDGsアワード：企業、NPO、自治体、団体を表彰：

エネルギー、環境・資源の持続可能性、広報啓発の案件が多い。

地方自治体：「環境未来都市」など
企業：「Society 5.0」の推進、ESG投資など

学校教育・メディア：ESD教育、防災教育など

市民社会：格差、ジェンダー、人権等の社会課題も含め幅広い活動
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目標5 

• ジェンダー平等の法的枠組み

• DV・性的暴力被害女性・少女の割合

• 15－18歳未満の結婚女性の割合

• 女性性器切除を受けた女性・少女の割合

• 無償の家事・ケア労働に費やす時間

• 国会、地方議会の女性議員の割合

• 女性管理職の割合

• 性と生殖に関する権利を保障する法律

• 農地・土地の所有権を持つ女性の割合

• 携帯電話を持つ女性の割合

• ジェンダーへの公的な資金配分

目標16

•紛争による死者数
•未決の拘留者
•違法な資金の流出入額
•違法な武器取引
•当初承認予算に対する政府支
出額の割合

• メデイア・活動家の拷問数
•国際機関における途上国の数、
投票権

伝統的アプローチの限界



人間の安全保障指標：補完的な指標
誰も取り残されない社会＝地域社会でどう実現するかが問われる

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会 ①地域ごとに「誰がどこで取

り残されているか」可視化

②地域の優先課題を明確化

③地域の行政・市民・組織が

実践・活動



今までの歩み：人間の安全保障指標
誰がどこでどう取り残されているかを可視化

都道府県

別

市町村別

宮城県内

愛知県内

地区レベ

ル

気仙沼モデル
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第1段階：日本の人間安全保障指標 (都道府県別91指標)

人の命・生活・尊厳を包括的にとらえる

命指標（23）生命、健康・保健

生活指標（42） 経済状況、労働・仕事

教育、 福祉、生活習慣、環境、安全

尊厳指標（26）子供と女性に対する暴力、

ジェンダー、公への信頼、地域社会、

連帯感、国際性、満足度

主観的評価：自己充足度、社会的連携性

アンケート調査 9



愛知県の人間の安全保障指数
総合指数 全国第10位

命指数は全国トップ。しかし、生活
指数、尊厳指数は中位。

主観的な自己充足度は中位だが、
社会的連携性（３４位）が弱い。

命指数：健康年齢（男性３位、女性１位）

人口当たり病院、病床、医師数が少ない。

生活指数：障害者雇用率、女性の雇用率、ひとり

親の正規雇用率、高齢者有業率が低い。

不登校率が高い：小学校7408人(千人当たり18.

4人）、中学校13367人(64人）(2022年度）

尊厳指数：刑法犯認知件数、

DV被害者の一時保護件数が多い。

子どもの自殺数が多い：20歳未満55人(2022年度）

理由は学校問題が44.9％

優先課題：NPO数、障害者雇用率、ひとり親の正規雇用

病院数、病床数の増加、運動能力の向上、

不登校率、子どもの自殺数



第2段階：市町村別の人間安全保障指標
(SDGｓ宮城モデル、99指標)

命指標（26）生命、健康・保健

生活指標（48）経済状況, 産業、雇用、

教育, 福祉、自然・生活環境、防災

尊厳指標（2５）総合計画、子供と女性、

公への信頼・ジェンダー、地域の連帯、

自治体の魅力アピール、国際性、満足度

主観的評価：自己充足度、社会的連携性

アンケート調査
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愛知指標：市町村別の人間安全保障指標
(SDGｓ愛知モデル、99指標)

命指標（23）生命、健康・保健

生活指標（49）経済、 産業・雇用、
教育、 福祉・介護、自然・生活環境、
自然災害・防災

尊厳指標（27）子供と女性、公へ
の信頼、ジェンダー、地域の連帯、
自治体の魅力アピール、外国人の
子ども、満足度

主観的評価：自己充足度、社会的連携性



愛知県の人間の安全保障指数:総合指数



愛知モデルのデータからわかること

指数が高い 指数が低い
総合指数 三河地方の多く 尾張地方の多く

尾張：名古屋市の東と南隣 東三河の山間部
命指数 西三河 東三河の山間部

尾張：西三河に隣接地域 知多半島南部
生活指数 三河地方の多く 尾張地方の多く

東三河の山間部
尊厳指数 尾張：名古屋市の周囲 尾張：西部の多く

東三河 知多半島西部、中南部
自己充足度 地域差明確でない
社会的連携 三河地方の山間部



個別課題：こども
ひとり親世帯の子供の割合

日本の一人親世帯の貧困率は４４．
５％(2023年)：

先進国の中でも極めて高い。

子どもの貧困を減らし、貧困の連鎖を
断ち切るために、特に一人親世帯の多
い地域では子ども施策の充実が急務。

人口比で多い自治体：半田市（知多）、
小牧市（尾張）、津島市（海部）、豊山
町（尾張）、名古屋市、武豊町（知多）、
豊橋市（東三河）、豊川市（東三河）、
蟹江町（海部）、碧南市（西三河）



子どもの虐待相談件数
愛知県内の児童虐待相談件数は増加
の一途。

2021年度は、10,323件

（うち名古屋市6,588件）

心理的虐待、身体的虐待、ネグレクトな
ど子どもの健やかな成長を傷つける虐
待を無くす努力がSDGsの観点からも
重要。

人口比で多い自治体：大治町（尾張）、
豊山町（尾張）、 小牧市（尾張）、名古
屋市、北名古屋市(尾張）、東郷町（尾
張）、武豊町（知多）、あま市（海部）、
鯖江町（海部）、清須市（尾張）、春日
井市 （尾張）



日本語指導が必要な児童生徒

「日本語で日常会話が十分にできな
い児童生徒」、「学年相当の学習言
語能力が不足し、学習活動への取組
に支障が生じている児童生徒」が、
愛知県内には、全国最多の１3,043
人(2023年5月)が在住。日本語指
導の支援体制を充実させる必要。

人数が多い自治体：名古屋市（尾
張）、豊橋市（東三河）、豊田市（東
三河）、小牧市（尾張）、西尾市（西
三河）、岡崎市（西三河）、安城市
（西三河）、知立市（西三河）、碧南
市（西三河）、刈谷市（西三河）



愛知県各自治体の優先課題：名古屋市
総合指数45位 人口228.9万人

総評：全般的に指数は中位。生活指数51位は低い。

トップクラス：禁煙１、地域再生計画認定数１、小中学校のＩ
ＣＴ教育１、児童養護施設の数１、公共施設の耐震化率１

課題が大きい指標：失業率５４、女性就業者割合５４、生活
保護受給率５４、要介護認定者割合５４、介護サービス従事
者数５４、自然災害の住居被害５４、選挙投票率５４、日本
語指導が必要な生徒数５４

自治体の魅力のアピール：多言語対応、やさしい日本語な
ど、防災も想定した外国人向けの情報提供が充実。文字情
報が多く視覚情報が少ない。リンクが多く、情報を探しにく
い。

取り組み課題：女性の就労促進、介護サービスの
改善、防災・減災、選挙投票率、子どもへの日本語
指導の充実



豊橋市 総合指数12位 人口36万9725人

総評：生活指数８位が高く、全体として良好。

住民の主観的評価である自己充足度7位も高いが、
社会的連携２９位は中位。

トップクラス：禁煙対策１、ユネスコスクール１、ESD
教育の取り組み２、児童養護施設の数４、人生に不
満足な人の割合２

課題が大きい指標：ひとり親世帯の子供の割合４８、
就学援助受給率５０、自然災害の住居被害５３、こど
もの居場所数４８、女性の自殺率５０、選挙投票率４
９、日本語指導が必要な生徒数５３

自治体の魅力のアピール：防災情報を探しやすい。
画像を用い情報を分かりやすく伝える工夫。観光資
源に関する画像を多用

取り組み課題：子ども施策の充実（ひとり親世帯の
子供、就学援助、こどもの居場所、日本語指導）、防
災・減災、女性の自己肯定感の向上、選挙投票率



南知多町 総合指数５２位 人口１万６１２２人

総評：生活指数３０位は中位、尊厳指数47位、命指数
53位が低い。

トップクラス：国民年金保険料の免除２、女性就業者の割
合２、障害者雇用率５、児童相談件数１、子どもの虐待相
談件数２、未成年者の自殺率１、技能実習生数２

課題が大きい指標：平均寿命(男)５３、人口増減率５２、
出生率５０、子どもの数５１、未婚率（男）５３、若年女性
の流出率５０、高齢化率５１、交通事故死傷者数５３、メタ
ボ検診５３、空き家率５０、正規雇用者割合５１、女性
正規雇用５３、財政力指数５１、要介護3以上の割合
５４、汚水処理率５４

自治体の魅力のアピール：子育て支援教室や移住
情報が分かりやすい。観光協会のサイトへのリンク
が見つけにくい。

取り組み課題：深刻化する少子高齢化、健康意識、
交通安全



提言「誰も取り残されない愛知」を実現するために

1. SDGs：持続可能な産業、環境に重点、
人の尊厳を重視した取り組み。

２. 経済・雇用：農林漁業、観光業のブラ
ンド化、雇用機会の拡大、転入者向け
サービスの充実、若者特に女性が移住・
定住、「帰りたい」と感じる町づくり。

3. 防災・減災：南海トラフ地震のような
事態に備え、地域の組織、近隣市町村、
行政機関と連携して、平時から避難体
制、連絡・備蓄・支援体制を準備し、災
害訓練を実施。

4．子どもの不登校、いじめ、虐待、自
殺：学校や家庭で、子どもの権利条約
を学び、自分を大切にし、相手を尊重
する習慣をつける。

子どもの居場所活動するNPOへの公
的支援。児童虐待に関する児童相談
所の対応を強化。

５．外国人の子ども：日本語指導が必要
な外国籍の児童生徒、学齢期の外国
人児童に対する支援の強化



提言ー２

６．住民が主役のまちづくり：子どもや女
性など当事者の意見を、施策に反映さ
せる、ユニセフ「こどもにやさしいまち
事業」に参加する(豊田市）。
ユネスコスクール指定校を増やし

SDGsの尊厳に関する教育を促進
する。

７．男女共同参画：雇用、賃金、家事分担、
議員、管理職、審議会・防災会議など
で男女格差が根強い。

自治体の男女共同参画計画、子育て支
援策に、ジェンダーの視点を重視する。

８．地域密着型の共助：地縁団体や
コープあいちなど地域密着型の組織
やNPOなどの市民社会による共助
活動を奨励・支援し、自治体の活動と
の協働を図る。

９．自治体の発信力：日々の生活や移
住定住、防災、観光など必要な情報
が迅速に、分かりやすく得られるよう、
市町村のホームページの表示方法
を改善し、発信力を向上する。


